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• カクレキリシタンに関する記
録には暦とオラッショ、そし
て遺物に分類される踏絵、紙
踏絵、十字架、ロザリオなど
がある。
• これらの遺物には、実は偽物
も多いようだ。
• 宗教史の視点からは、すでに
膨大な研究が蓄積されてい
る。しかし他方で、その史料
そのものがどのように保管さ
れていたのか、またその作成
過程はどのようなものであっ
たのか、という点について
は、十分な検討はなされてこ
なかった。
• このニュースレターをきっか
けに、さらに今後、様々
な研究の進展が期待さ
れる。

なお、無断転用は
お断りします。　　　村山　聡 



五島奈留島資料調査

カクレキリシタン記録、遺物の資料論
京都府立大学文学部　東　昇

カクレキリシタンの記録には、
日繰りとよばれる暦と各行事で
唱えられるオラッショがある。
また遺物とは、踏絵、紙踏絵、
十字架、ロザリオなど、以前信
者が使用していたものである。

これらの中には、近代以降、
北原白秋の「邪宗門」、遠藤周
作の「沈黙」などの文学作品の
流行をうけ、切支丹、南蛮ブー
ムが起こり、それに乗じて作ら
れたいわゆる「偽物」も多い。

今回、五島奈留、福江島の
現地調査から、カクレキリシタ
ンの遺物である紙踏絵、日繰
り、オラッショが記された記録
「宗軆宝書」を紹介する。そし
てこれら記録や遺物を収納する
「お帳箱」の意味について、資
料を管理する視点から考え直し
てみたい。

特にカクレキリシタンの記
録に記された年中行事の内容を
分析することにより、まず資料
論の前提となる信仰、集団につ
いての基礎作業としたい。今回
はいわゆるキリスト教における
洗礼である「お授け」、「角欠
（つのかき）」や葬送儀礼、家
や船などのお祓いなどは対象と
しない。

1．紙踏絵と踏絵

２００８年２月８日から１０日
まで、カクレキリシタンの資料
調査に五島の福江島、奈留島を
訪れた。

博多から福江まで船だと１０
時間ほどかかるが、福岡空港か
らジェット機なら４０分の距離
である。福江島は平地の多い島
で飛行機からみると、丸い畑が
多い。宮本常一の『私の日本地
図５五島列島』では、田では車
田というのがあるが、畑は珍し
いと記している。バスに乗り換
え福江市内へ、福江城内にある
お城の様な建物の五島観光歴史
資料館で最初の資料調査を実施
した。

ここには旧福江市内のカク
レキリシタンが所持していたメ
ダイや十字架、天草の文化３年
（１８０５）の年号入りの紙踏
絵画像などがあった。

紙踏絵は九州を中心に全国
各地にあるが、ほぼ偽物である
と考える。この紙踏絵は上段に
「Christ」の文字、中心にキリ
ストの頭部と十字架が刷られた
刷り物である。この紙踏絵には
ないが右端に「一切支丹伴天連
ヲ踏マザル者ハ獄門ノ事」と記
されている。また、地名と年号
が記されている場合があり、こ

の例も「文化三年正月、肥州天
草郡寄合」と、いかにも文化期
の天草崩れに関連しているよう
に作られている。

偽物である理由として第１
に、天草郡では大庄屋や庄屋な
どで寄合が開かれたことは間違
いないが、触の発給者をみると
「会所詰大庄屋」となってお
り、「天草郡寄合」が主体にな
ることはない。第２に、幕府領
である天草郡は毎年３月冨岡代
官所役人が、長崎奉行所から踏
絵を借用し各村で絵踏を実施し
ており、別に紙踏絵を作成する
目的がない。第３に、「一切支
丹伴天連ヲ踏マザル者ハ獄門ノ
事」の文言が近世の文書様式か
ら考えておかしい。カタカナを
使用する文体は、近代以降に多
い方法である。第４に、別の紙
踏絵を所蔵している機関の方か
ら、長崎で大量に作られたとい
う話を聞いたことがあると教え
ていただいたことがあることな
ど、いくつかあげることができ
る。

これと同じく踏絵の複製品
も多い。翌々日、福江島の堂崎
天主堂資料館で踏絵を調査した
が、これも後世の複製品であっ
た。踏絵の裏には「舟謹製」と
あり、製作者の名前がある。昭
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和１１年（１９３６）年４月２
７日「長崎開港３６６年記念祭
案内図」（『カステラ文庫』4

所収、１９９５）には「代表的
長崎名物」として「踏絵（箱
入）１円」とある。また１９６
４年発行の原勇『日本のナポリ
長崎　日本版』にも「マリア観
音踏絵」を歴史的な土産物品と
記している。このことからまず
「舟謹製」など長崎の土産物と
して踏絵やマリア観音が作られ
ていたことが分かる。そしてそ
れらが購入され、各地の博物館
や資料館で、受入経緯が不明の
まま踏絵とされたり、故意を
持った人物が本物の踏絵だとし
て受け入れを勧めるなど、たく
さんの偽踏絵が発生したと考え
られる。寛文１１年（１６７
１）岡藩において長崎奉行所か
ら借用した踏絵を複製し処罰さ
れた事例（北村清士『大分県の
切支丹史料』）があることか
ら、キリシタン関連の遺物の所
持については、近世において厳
重に管理されていたことが分か
る。これらのことからキリシタ
ン関連の踏絵が安易に作成され
たとは考えられないのである。

2. 永峰長右衛門氏の「宗軆宝書」

翌日、今にも雨が降りそう
ななか、福江港へ歩いていく。
新しい高速船に乗り３０分、奈
留島に着き、そこで九博の元同
僚である道脇氏と合流した。道
脇氏はこの奈留島の出身、自身

も洗礼名をもつカクレキリシタ
ンの末裔である。本当は朝早く
の飛行機に乗って福江で合流す
る予定であったが、雪の予報が
出ていたため、急遽昨夜博多か
らフェリー太古に乗り、今朝奈
留島に着いたとのことであっ
た。奈留島は五島で一番カクレ
キリシタンが多い島であった。

道脇氏宅へ行き母方の祖父
永峰長右衛門氏が残した「宗軆
宝書」を調査した。ちょうど４
０年前の昭和４３年（１９６
８）に作られ、道脇氏の父のた
めに書かれたものであった。厚
紙の表紙に「昭和四十三年度作
／宗軆宝書／永峰長右衛門
作」、内表紙には「切支丹秘法
書」と記されている。本文はコ
クヨの縦罫線にペン書きで１１
２ページにわたりびっしりと書
かれており、縦２７．３×横１
９．５×厚０．６㎝の黒紐で綴
じられた冊子形の資料である。
本文は「アベマリヤサマ」から
「漁口ナヲシノ御初穂ノ上ケ
方」までの５２件のオラッ
ショ、「ヤケドノマシナイ」他
６件のマジナイ、御膳の配膳図
が記されている。たとえば「ア
ベマリヤサマ」のオラショは以
下の通りである。

一アベマリヤサマ（数（カ
ツ）トモ云フ）

アベマリヤ・カシャベナ・ト
メレコ・ベロット・ツウヨウ・
イイモン・ヤルベシ・イキリン
ナ・ナレンツ・クロンツ・ベン

ケイ・ベツ・ジツ・オンハハ・
三太マルヤ・デンデン・デラ
ホ・サクランナ・ゲイキノ・ト
ウリヨ・ナンケイ・エーモンツ

アンメンジョウス　カタジケ
ナイ
オンハハ（御母）やカタジ

ケナイなど意味が分かる言葉も
あるが、ほとんどがラテン語か
ら変化した言葉のため意味不明
の呪文のようである。

また最後に記されたマジナ
イは、痰や血止めの際に唱える
呪文である。「ヤケドノマシナ
イ」は「シモバシラ、コウリノ
ハリニ、ユキノケタ、アラレノ
タルキニ、ツユノフキグサ、ナ
ムアムラ、ウンケン、ソワカ」
とあるように、霜柱や氷、雪、
霰など、火傷に効くような冷た
い言葉が並び、最後には修験道
の呪文のような一文がある。こ
の「ナムアムラ、ウンケン、ソ
ワカ」は、大日如来（胎蔵界）
の真言「オン、アビラ、ウン、
ケン」に由来するもので、全国
的な呪文のようである。いずれ
かの時代にキリシタンのオラッ
ショと習合し、同じ記録に記さ
れたのであろう。唯一神のキリ
スト教から派生したカクレキリ
シタンの信仰であるが、他宗教
の人々と同じく、仏教、神道、
修験道、民間信仰など他宗教の
影響を受け、それを取り入れて
いる。カクレキリシタンは、明
治になり信仰の自由が保障され
た後も、すべての信者がキリス
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ト教へ戻っていない。そして現
在過疎化により、カクレキリシ
タンの信仰集団である「帳内
（ちょううち）」を解散する際
にも、キリスト教以外の宗教、
神道などに信仰を変える人が多
いと聞いた。

３．カクレキリシタンの年中行事

カクレキリシタンは、近世
初期のキリスト教禁制により、
宗教的な指導者の不在の中で独
自の暦と行事を持つようになっ
た。田北耕也「奈留島のキリシ
タン」によると、教会歴、祝日
表が１６３４年以来潜伏キリシ
タン独自の方法で作られ、独特
の帳面に記され、「日繰り」と
称して伝承され、「繰り出し
方」を知っている者、帳面を
持っている者が「帳方」と呼ば
れたとある。いわゆる「帳
方」、永峰長右衛門氏の記録に
も日繰りが記されている。「昭
和四十二年度新暦」と書かれた
後に、元日から一日づつ日付が
記されているが、土用や大寒な
どの一般的な暦の記載の他、十
二日目、サンジュワンなどカク
レ独特の行事も記されている。
暦の後には、「一年中ニアルハ
ギワ五十六回トスル、其ノ中デ
御神酒ノイル祝日ハ二十八日ト
ス」とある。文中の「ハギ」は
行事、集まりのことで、５６回
のハギの内、実に半分の２８回
が御神酒を使う祝日であった。

ほぼ７日、１週間に１回何かの
ハギのある計算となる。

以下、暦に従って年中行事
とオラッショをみていくが、そ
れぞれの行事については、参考
文献に掲げた、同じ奈留島の樫
木山、矢神、中通島の横瀬の事
例を参考に内容などを解説す
る。暦は元日から始まっている
が、年中行事は１２月のキリス
トの誕生祝いを最初としたい。
キリストの生まれた日１２月２
４日には「クリスマスイーブ」
と書かれているが、翌２５日
「クリスマス、三日目」と記さ
れている。この三日目はキリス
トの誕生を祝う御誕生（奈留島
樫木山）から、三日目の節目を
表している。とすると御誕生は
２３日となり、現在一般的と
なっている２４日ではなく、前
日の２３日と１日ずれている。
道脇氏母のお話によると、近所
の前島ではこの御誕生の日が２
３日ではなかったという。「宗
軆宝書」には「御ヨロコビノオ
ラッショウ」を唱えるように
なっている。そして御誕生後に
は、３日をはじめ、８日、１３
日、４０日、５０日目と節目の
日がある。

２月２７日は「ハリノ入
り」、樫木山では「悲しみの入
り」とあるが、中通島横瀬では
「春入り」とあり、北隣する島
の行事名に近い。矢神の記録に
よると、おん身デウスさまが磔
にあう日とある。次の３月２３

日ゴツケも「ゴツウゲノオラッ
ショウ」を唱える日であるが、
樫木山では「悲しみの真ん
中」、横瀬では「ゴツゲ三太丸
屋の日」とあり、こちらに近
い。４月１３日ハリアガリに
は、樫木山では「悲しみの入
り」とあるが、横瀬では「春入
り」復活祭である。そして御誕
生と同じく、ハリアガリから３
日、８日、１３日、４０日、５
０日目と節目の日がある。

６月２２日サンジュワンに
は「三ジュワン様ノアゲ方ノフ
レダシ方」があり、この日は
「ダゴカミ」といい、団子を投
げて障子を破る祭りがあった
と、道脇氏母が話してくれた。
矢神ではダゴ噛みの日といい、
酒饅頭（ふくらかし餅）を御祝
いにつくり、昔はあんこを入れ
ない外国のパンにかたどったも
のであったとある。７月８日御
七人様には、「御七人様ノ御祝
イ方」があり、樫木山の記録で
は昔崖崩れでなくなった７人の
帳内の人々とあり、矢神では芋
を植え付けにいった７人の家族
が、おん子フリウスさまが役人
に捕らえられるの助けるため、
雨を降らせて死んだのを祀ると
ある。

８月３日ユキノ三太丸哉様
には、オラッショはないが、樫
木山では真夏に現れて雪を降ら
せ暑さを和らげた奇跡、矢神で
はおん子を助けるために草履を
逆さにはいて雪の降る方に通っ
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たなど、七人様と同じくいろい
ろな伝説がある。１０月３０日
ビヤトニチは、同じく樫木山で
帳内の生きている人間が怪我や
過ちの無いように御願いする、
翌３１日トムライニチは、帳内
の死亡した人間の冥福を祈るた
めの行事とある。１１月３０日
ゴカイサンニチ、樫木山では翌
１２月１日を「御開山日」と記
されている。１２月２２日タイ
ヤ、翌日の御誕生を待つ夜、待
夜という意味であり、横瀬では
「お待夜」となっていた。

このように御誕生からタイ
ヤまで、オラッショを中心に
様々な年中行事が行われ、各地
区に日付や名前などの共通性が
ある。しかし行事名が、同じ島
内で違ったり、隣の中通島と同
じ名前である場合や、行事の由
来が地区によって変化している
場合がある。お互い隔絶された
カクレキリシタンの行事を各地
区で継承していく過程で、それ
ぞれが独自に変化していったと
いえる。

４．カクレキリシタン記録の資
料管理

近世のキリスト教禁制期に
は、外部に知られないように暗
唱し、信者の記憶によって伝承
されたオラッショなどが、先に
みた「宗軆宝書」のように、明
治以降、暦を日繰帳に、オラッ
ショをオラッショ本に記して記
録を残していった。この「宗軆

宝書」も永峰氏が元気なうち
に、息子に伝え練習させるため
に書いたといわれているが、特
に戦後以降、生活様式の変化、
後継者不足のため記録が必要と
なったのではなかろうか。この
ことは、現在奈留島において、
組織的にカクレキリシタンの行
事、信仰を続けている帳内は皆
無という事例からもわかる。

解散した帳内の記録はどの
ようになるのか、その一部は福
江島にある堂崎天主堂資料館に
保管されている。奈留島調査の
翌日に訪れたが、多数の帳内の
記録があり、これらは「御帳箱
（おちょうばこ）」とよばれて
いた。約１０箱ほど調査した
が、いずれも縦２０～３０㎝、
横６～１８㎝の小型で持ち運び
やすい箱であった。この箱に日
繰帳やオラッショ本が折りたた
んで収納されている。文書以外
にも洗礼である「お授け」に使
用した細い竹筒や、死亡した際
に棺桶に入れる「お土産」とよ
ばれる布などの道具も一緒に納
めているものが多かった。　

また興味深いのは竹筒を文
書箱として利用している事例が
３点あったことである。これも
長さ１６～２５㎝、直径５～７
㎝の、いわゆる一節の長さであ
る。竹は箱のようにわざわざ製
作する必要が無く、一番身近な
収納容器といえる。竹製の文書

箱は、佐賀県の山間部、鹿児島
県で確認したことがあり、文書
箱として各地で使われていた可
能性がある。

そしてカクレキリシタンの
記録や道具を竹筒に入れるとい
う点については、入手しやすい
収納容器、携帯性という目的以
外に、隠匿しやすいという点を
付け加えたい。近世の禁教期、
信仰や行事の記録や道具を隠す
ため、竹筒に入れて外部者の目
を欺いたとも考えることができ
る。これまで宗教史の視点から
膨大な研究が蓄積されているカ
クレキリシタンの記録である
が、今後は記録の保管方法や、
作成過程など、資料管理の視点
から再検討する必要がある。
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